
 
 
 
 

山笠が待ち遠しい!! 「田熊山笠」のふるさと学習！ 

東郷の伝統的な祭りとして「田熊山笠」があります。コロナ禍のため昨年度と一

昨年度は実施できませんでしたが，「今年度こそは！」ということで山笠実施のた

めの準備が田熊山笠振興会の方たちを中心に，地元関係者やその他の関係者の方た

ちの手で着々と進められてきました。 

そのような中，東郷小学校では田熊山笠振興会

の副総代を務める吉田剛（よしだ ごう）さんを

講師に迎え，各学年で山笠教室を実施しました。

吉田さんは「山笠を伝統文化として守り振興して

いくことで，子ども達がひいては地域が元気にな

り仲良くなることを願って，この“山笠教室”を

しています。」とおっしゃっていました。 

また，４年生の子どもたちが昨年から「いせきんぐ」の一角を

お借りして育てていた麦を収穫し，刈り取った麦の茎を使って山

笠で使う「てっぽう」を作りました。「てっぽう」とは山笠の指

揮官役の「台あがり」という方が，山を引く人たちへの指示や交

代をさせるときのために使う道具のことです。保護者の方たちや

サポート隊の方たちの支援も受けつつ子どもたちが作った「てっ

ぽう」は，７月１日の贈呈式の場で代表の児童より田熊山笠振興

会の吉田剛さんと東郷コミュティセンター事務局長の立花久直

さんへ手渡しされました。 

7 月 17 日（日）にはフィナーレとして田熊山笠追い山が行

われます。当日はコロナ対策のため「いせきんぐ」から東郷

小学校までという短縮コースで実施の予定です。東郷小の子

どもたちや，地域の方たちにたくさんの元気が届く追い山と

なることを祈念いたします。  

南郷アンビシャス体験塾 始動!! 
南郷アンビシャス体験塾は学校ではできない貴重な

体験活動を通して，たくさんのことを学ぶことができる

場です。「火曜アンビ」と「土曜アンビ」があります。 

「火曜アンビ」は放課後の居場所づくりとして，毎週

火曜日に「①宿題（15 分程度）」をした後に「②あそび」

を行います。上級生が企画した遊びもあり，楽しい活動
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を行っています。今年度は 6 月 7 日（火）にスタートしました。 

「土曜アンビ」は南郷小の１年生から６年生までの異年齢集団で，「日頃の学校

ではなかなかできない体験」や「地域の人々と触れ合う体験」を通して，「人とか

かわる力」を身につけていきます。 

これらの全体については南郷地区コミセンの「南郷アンビシャス広場推進委員会」

の方々が中心になって計画・実施されています。保護者の方たちにも広く参加して

いただいて，多くの子どもたちに関わっていただければ幸いです。 
 

いろいろな場面で活動中 中央学園「サポート隊」 

学校現場では子どもたちにいろいろなことを体験させたり，様々な人たちや物事

に出会わせたりすることで，体験・体得に裏打ちされた本物の知識や知恵を身につ

けていくことは重要なことと考えています。しかし，学校の中だけでは「ひと，も

の，こと」が不足することもたびたびです。そのような中で「サポート隊」は「学

校現場で｢ひと｣や｢こと｣のサポートができるように」という思いで設立されました。

地域の有志の方たちに「サポート隊」に入っていただき，中央学園の教育支援を行

うことで，子どもたちの育ちを支援していくことが目的です。 

右の写真は６年生家庭科でのミシン実習で，サポート隊の方が

児童を支援しているところです。実習場面では一斉に作業を行う

ため，先生の目が行き届きにくい事があります。そのような際に

サポート隊の方たちによる支援は頼りになっています。 

また，左の写真は１年生の児童の「タブ

レット開き」の授業での一場面です。子どもたちが初めての

活動をする場面では，一人の先生で一斉授業をするよりも，

補助をしてくださる方が多ければ行き届いた支援が可能に

なります。これら以外にも｢調理実習の支援｣｢体力測定の支

援｣｢低学年の校区探検の支援｣｢水泳学習の見守り支援｣｢山笠学習の支援｣等，様々な

場面で「サポート隊」の方たちが活躍しています。 
 
 

 

 

 

 

 

 
    

「サポート隊」は未来を担う中央学園の子どもたちの健全な育成を目指し，子ど

もたちへの支援活動を充実させる事により，中央学園コミュニティ全体の教育力の

向上を図る事を目的とした団体です。学校･家庭･地域が連携･協働した社会総掛かり

の子育て体制を目指しています。皆さんも「サポート隊」として様々な支援活動に

参加してみませんか？ 今回の学園通信の裏面に「サポート隊」についての説明や

参加のためのＱＲコード等を載せていますので，ぜひご一読ください。 

調理実習の支援 体力測定の支援 校区探検の支援 



宗像の郷｢中央学園｣サポート隊 

子どもたちをみんなで育てよう！！  
 
「中央学園」の各学校では，これまで地域や保護者の皆様にたくさんの支援をいただいて
きました。これまで個々にお願いをしてきた支援活動を一元化し中央学園「サポート隊」と
しての活動に改めます。このことで情報を共有しやすくなり，子どもたちを育む体制をさら
に充実させることができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員登録された方には，名札と手帳（会員証）をお渡しし，小・中学校や地域で支援要請があった活動

情報を随時提供いたします。参加できる活動があれば，申し込みをしていただき「進んで みんなで 

最後まで」をスローガンに子どもたちとの関わりを深めていただきます。見守りやプリントの丸つけ等，

簡単なことから始めることができます。子どもとの関わりを深めていただくことを大切にしています。 

また，参加することに不安をお持ちの方は，下記の【申込み・問合せ先】まで御連絡ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【申込み・問合せ先】 
中央中 36-2041 東郷小 36-2064  南郷小 36-2513 各学校教頭まで 
宗像の郷「中央学園」学園運営協議会（中央中学校・東郷小学校・南郷小学校） 

自転車教室の支援 

  

○ゲストティーチャー（学習時の講師） 

○学習アシスタント（赤ペン先生等） 

○読書支援（読み聞かせ等） 

○放課後学習の補助 

○その他，学習に関わる支援 

○登下校時の安全指導 

○校内環境の整備（清掃活動や花壇・

畑の手入れ等） 

○学校行事への協力 

○その他，環境づくりへの支援 

 

アンビシャス広場，子ども教室や子ど

も会活動等，地域での活動の手伝い

をします。また，子どもたちが地域の行

事の企画や運営の手伝いをします。 
体験活動の講師 

 

 

 

会員登録 ＱＲコード 

 

 
 

 


